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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も １ 個 の 発 振 器 、 コ ン バ ー タ 及 び 振 動 音 極 か ら な る 超 音 波 溶 接 装 置 に よ り 、 所
定 の 要 求 を 満 足 す る 溶 接 継 手 に 相 当 す る 時 間 依 存 性 溶 接 パ ラ メ ー タ の 基 準 曲 線 に 基 づ き 、
溶 接 時 間 が 開 始 時 期 ｔ 0 か ら 終 了 時 期 ｔ eま で 基 準 曲 線 に 従 っ て 経 過 し 、 部 材 の 溶 接 時 に 時
間 依 存 性 パ ラ メ ー タ の 実 際 曲 線 を 測 定 し 、 ｔ 0 な い し ｔ eの 期 間 に 実 際 曲 線 と 基 準 曲 線 を 比
較 し て 行 う 部 材 の 超 音 波 溶 接 、 特 に 素 線 の 溶 接 の た め の 方 法 に お い て 、 実 際 曲 線 と 基 準 曲
線 の 間 に 存 在 す る 偏 差 に 応 じ て 、 溶 接 に 影 響 す る 少 な く と も １ つ の プ ロ セ ス パ ラ メ ー タ を
、 以 後 の 溶 接 の 際 に 、 実 際 曲 線 の 基 準 曲 線 へ の 適 応 を 制 御 プ ロ セ ス に よ っ て 行 う よ う に 変
更 し 、 こ れ に よ っ て 変 更 さ れ る プ ロ セ ス パ ラ メ ー タ と し て 、 振 動 音 極 の 振 幅 及 び ／ 又 は 周
波 数 及 び ／ 又 は 被 溶 接 部 材 に 作 用 す る 圧 力 又 は 作 用 す る 力 及 び ／ 又 は 被 溶 接 部 材 へ の エ ネ
ル ギ ー 投 入 量 を 選 択 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 時 期 ｔ 1 （ 但 し ｔ 0 ＜ ｔ 1 ＜ ｔ e ） に 実 際 曲 線 と 基 準 曲 線 を 比 較 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 実 際 曲 線 と 基 準 曲 線 を 同 じ 出 力 値 で 比 較 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 実 際 曲 線 と 基 準 曲 線 を 溶 接 開 始 か ら 同 じ エ ネ ル ギ ー 投 入 量 で 比 較 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 実 際 曲 線 と 基 準 曲 線 の 間 の 偏 差 に 応 じ て 、 少 な く と も １ つ の プ ロ セ ス パ ラ メ ー タ を 、 記
憶 さ れ た 値 又 は 関 数 に 従 っ て 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 少 な く と も １ つ の プ ロ セ ス パ ラ メ ー タ を 段 階 的 に 変 化 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 種 々 の 時 期 ｔ 1 ， ｔ 2 ． ． ． ｔ n （ 但 し ｎ ≧ ２ ） に 行 わ れ る 基 準 曲 線 と 実 際 曲 線 の 比 較 に



応 じ て 、 少 な く と も １ つ の プ ロ セ ス パ ラ メ ー タ を 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 時 期 ｔ 1 ， ｔ 2 ． ． ． ｔ n （ 但 し ｎ ≧ ２ ） に 基 準 曲 線 と 実 際 曲 線 の 間 に 生 じ る 偏 差 に 応 じ
て 、 少 な く と も １ つ の プ ロ セ ス パ ラ メ ー タ を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 時 間 依 存 性 溶 接 パ ラ メ ー タ と し て 、 超 音 波 溶 接 装 置 の 送 出 さ れ 又 は 吸 収 さ れ た 出 力 を 選
択 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 単 数 又 は 複 数 の プ ロ セ ス パ ラ メ ー タ を 個 別 に 又 は 一 括 し て 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 全 溶 接 時 間 に わ た り 又 は 一 時 的 に 、 基 準 曲 線 と 実 際 曲 線 の そ れ ぞ れ の 瞬 時 偏 差 に 応 じ て
溶 接 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
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